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済は一九九七年の金融・通貨危機のときに突然はじけてしまうバブルへ歩みはじめた。一九九一・九二年に引き起こされた政治的不満は、重要な憲法改正への ずみをつけた。より強力になったバンコクの市民層の存在を背景として、一九九七年憲法はタイの政治を新しい局面へと勢いよく押し出した。しかしながら、農業はここ一○年低迷しており、資源をめぐる対立が急増し、都市経済は一九九七年の危機によってすっか打ちのめされた。そ て経済危機は、タイ国内の企 家層にとっても、本当に世界市場にフロンティアが存在しているのかどうかが、大いに疑問とされはじめた。以上が本書の内容のポイントである。
さらに「はしがき」を読みながら、
本書を書いた著者たち 目論見を紹介しておきたい。初版は、一九 二年の「暗黒の五月」の政治危機にさらされながら書い 。その危機 複雑さは、タイがどれだけ変化しているか、また急激に変化して るかを




と称さ ている研究会に関係した一五人にのぼるメンバーで分担して行われた。そして、監訳者 よるでの近代化を巡る論争と、その中での本書の位置づけに関する的確な解説が加えられている。全体として、訳文がやや直訳的過ぎることは気がかりだが、タイ研究の現代 名著がこうして日本人に手が届きやすくなったことは大層喜ばしいことである。
（
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